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子育ての楽しさと命の大切さを学ぼう！
【こうさの話題】町総合保健福祉センター「ハローＢＡＢＹ！」開催
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町では、町内外の皆さんの交流を促
して地域の活性化を図り、空き家対
策や商店街のにぎわい創出、移住定
住や若者の交流人口の増加、本町か

らの情報の発信などの町の各種施策
を推進するための企画案をみんなで
考える「甲佐町古民家こうさてんプ
ロジェクト」に取り組んでいます。

●
地
域
の
交
流
と
活
性
化
を
企
画

　

「
甲
佐
町
古
民
家
こ
う
さ
て
ん
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
交
流
人
口
の
増
加
を

促
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
企
画
に

つ
い
て
、
町
内
外
の
皆
さ
ん
が
幅
広
く

参
加
し
て
考
え
る
取
り
組
み
で
す
。

　

空
き
家
対
策
や
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い

創
出
、
町
外
か
ら
の
移
住
定
住
の
促
進

や
若
者
の
交
流
人
口
の
増
加
、
本
町
の

魅
力
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
な
ど
、
本

町
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
（
現
地
散
策
）
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
全
員
参
加
型
の
話
し
合

い
）
を
組
み
合
わ
せ
て
、
課
題
解
決
を

目
指
す
ア
イ
デ
ア
を
企
画
し
ま
す
。

　

企
画
を
協
議
す
る
中
で
、
古
民
家
で

あ
る
旧
西
村
民
俗
資
料
館
（
仁
田
子
）

地域の宝と誇りをつないで魅力ある交流拠点を

「甲佐町古民家こうさてんプロジェクト」あるもの発見講座

を
利
活
用
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
も
、
幅
広
く

意
見
や
考
え
を
求
め
ま
す
。

●
現
地
散
策
に
よ
り
魅
力
を
発
掘

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
あ
る
も
の
発

見
講
座
」（
８
月
）
と
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」（
９
月
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
発
見
講
座
」
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
説
明
な
ど
を
聴
き
な
が
ら
地
域
を
散

策
し
、
魅
力
あ
る
も
の
を
参
加
者
の
ア

ン
テ
ナ
で
発
見
し
、
発
見
し
た
地
域
の

宝
や
誇
り
、
風
土
や
文
化
な
ど
を
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
絵
地
図
と
し
て
制
作
し

て
企
画
案
を
発
表
し
ま
す
。

　

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、「
発
見

講
座
」
で
作
成
し
た
絵
地
図
や
企
画
案

な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
参
加
者
の
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
や
考
え
を
合
わ
せ
て
具
体
的

な
企
画
案
を
練
り
上
げ
ま
す
。

●
絵
地
図
を
基
に
企
画
案
を
発
表

　

８
月
９
日
（
水
）・
23
日
（
水
）
に

開
催
し
た
「
発
見
講
座
」
に
は
、
町
内

外
か
ら
延
べ
48
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

９
日
（
水
）
は
宮
内
地
区
を
中
心
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
緑
川
や

甲
佐
神
社
、
民
俗
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
る
宮
内
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

訪
問
し
、
旧
西
村
民
俗
資
料
館
も
見
学

し
ま
し
た
。
23
日
（
水
）
は
大
井
出
川

に
沿
っ
て
市
街
地
を
散
策
し
、
現
在
も

古
民
具
を
保
管
す
る
民
家
な
ど
も
訪
問
。

絵
地
図
づ
く
り
は
古
民
家
「
山
ぼ
う
し

の
樹
」（
糸
田
）
を
視
察
し
て
制
作
し
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
企
画
発
表
し
ま
し
た
。

８月23日（水）は大井出川沿いの

市街地の魅力を探して、現地散策。

古民具を保管する民家への訪問し

たり、街中を流れる川を活用する

企画に頭を巡らせたりしました。

■地域の「あるもの」発見

古民家「山ぼうしの樹」（糸田）

を視察して、邸内で絵地図の制作

と企画案の検討に取り組み、各班

で発表しました。

■古民家視察と企画案の発表

■お問い合わせ先

地元の方の案内を受けて現

地散策し、地域の宝や魅力

を発掘します。８月９日

（水）は宮内地区を中心に地

域を巡り、散策で発見した

魅力やアイデアを基に絵地

図を制作して発表しました。

■現地散策と絵地図制作

築139年を誇る古民家・旧西村民

俗資料館（仁田子）を町内外での

幅広い交流と地域活性化の拠点と

して利活用するアイデアについて

も、プロジェクトで協議します。

■古民家を利活用する企画案

町企画課　 TEL096‐234‐1154



　

８
月
１
日
（
火
）、
乙
女
小
「
ま

つ
や
ま
塾
」
が
魚
と
り
体
験
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
放
課
後
に
地
域
住
民
の

参
加
協
力
を
得
て
体
験
学
習
な
ど
に

取
り
組
み
、
地
域
社
会
で
子
ど
も
た

ち
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
、
町

教
育
委
員
会
が
主
催
。
主
に
毎
週

水
・
金
曜
日
に
、
同
小
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

魚
と
り
体
験
は
、
麻
生
原
運
動
公

園
近
く
の
井
手
で
実
施
。
網
や
ざ
る

を
手
に
し
た
子
ど
も
た
ち
は
勢
い
よ

く
川
へ
入
り
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な

が
ら
魚
の
影
を
追
い
ま
し
た
。
取
っ

た
魚
は
バ
ケ
ツ
や
ビ
ニ
ー
ル
に
入
れ

て
大
き
さ
を
競
う
な
ど
、
自
然
体
験

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　中早川区（谷頭実区長71世帯）が「コミュ

ニティ助成事業」を活用して、同区公民館の

備品を整備しました。

　同助成事業は、住民が自主的に行うコミュ

ニティ活動の促進を図ることが目的。同区で

は公民館のエアコンなどを整備することで、

老人会が取り組む健康づくりなどの交流を通

して地域の活性化を目指しています。

　整備経費は（一財）自治総合センターが宝

くじの社会貢献広報事業の受託事業収入を財

源として実施する同助成事業で賄われました。

　８月２日（水）甲佐中学校（井上幸三校長229

人）で、「甲佐未来塾」が開塾しました。

　同塾は、地域の中学生の学力および地域の教育

力の向上を図ることを目的として開塾。教員を希

望する大学生や元教員および学習塾などの民間教

育事業者などの幅広い地域の協力を得て、同中の

生徒に学習機会を提供するために、町教育委員会

が主催。

　同中の生徒で講習を希望した69人が学習支援の

調整役を担うコーディネーターを中心として、大

学生や塾講師、同中特別支援員などで構成する学

習支援員と学校が連携しながら、数学と英語の２

教科に取り組みます。

　実施期間は８月から来年２月までの予定で、学

期中は水曜日の午後に開催され、夏休み・冬休み

期間中も行われます。授業１コマに対して、学習

支援員が２人体制で生徒の学習に当たります。

　参加した生徒は「丁寧な授業で分かりやすかっ

た」「良く理解できていなかった項目を復習でき

ました」と感想を述べました。

子育ての楽しさを学習　
甲佐中生徒が「ハローＢＡＢＹ！」で体験

川での魚とりに挑戦　　
８月１日（火）乙女小「まつやま塾」

健康増進で地域活性化を
中早川区がコミュニティ助成事業を活用

▼１歳児教室で赤ちゃんと触れ合い、保護者と交流する甲佐中生徒たち

▲備品が整備された公民館で健康づくりに励む区民

▼

網
を
手
に
井
手
に
入
り
魚
と
り
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

　

８
月
17
日
（
木
）
～
18
日
（
金
）

上
揚
の
宮
内
集
会
所
で
、「
あ
つ
ま

れ
子
ど
も
た
ち
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
野
外
体
験
を
通

し
て
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
、
共

同
生
活
に
取
り
組
む
こ
と
で
団
体
行

動
の
大
切
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

甲
佐
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

（
奥
名
克
美
会
長
）
と
町
教
育
委
員

会
が
主
催
。
町
内
の
小
学
生
18
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
１
泊
２
日
の
体
験

学
習
で
、
講
師
の
指
導
の
下
、
小
刀

な
ど
を
使
っ
て
弓
矢
作
り
や
水
鉄
砲

作
り
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
、
豊
か

な
自
然
の
中
で
活
発
に
活
動
し
ま
し

た
。

　７月28日（金）町役場町長室で、「フェア

リーフラワー」の皆さんが本町に震災に係る

義援金を贈呈されました。

　同グループは東京を拠点として活動するク

ラシック音楽ユニットで、熊本地震の復興支

援活動などで活躍。本町の応急仮設住宅での

復興コンサートや、７月の第66回あゆまつり

のステージイベントに出演するなど、本町の

復興を支援されています。

　本町に本籍地を置く赤星鮎美さん（写真

右）もメンバーとして活動されています。

自然に触れて心豊かに　
野外キャンプ「あつまれ子どもたち」

本町の復興を願って　　
「フェアリーフラワー」が義援金を贈呈

▲奥名町長に義援金を贈呈するフェアリーフラワーの皆さん

地域で中学生の学力向上を
甲佐中学校で「甲佐町未来塾」が開塾

▲地域の中学生の学力の向上と地域の教育力の向上を目指して、甲佐中
学校で開塾された「甲佐未来塾」の授業の様子

▼

小
刀
や
な
た
を
使
っ
て
製
作
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち

　

８
月
４
日
（
金
）
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、「
ハ
ロ
ー
Ｂ

Ａ
Ｂ
Ｙ
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
思
春
期
の
中

学
生
に
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い

を
通
し
て
親
子
の
愛
情
や
子
育
て

の
楽
し
さ
や
苦
労
、
命
の
尊
さ
な

ど
を
体
験
と
と
も
に
考
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
同
セ
ン
タ
ー

が
主
催
。
甲
佐
中
学
校
（
井
上
幸

三
校
長
２
２
９
人
）
の
生
徒
25
人

が
参
加
し
、
赤
ち
ゃ
ん
に
関
す
る

学
習
と
１
歳
児
教
室
で
の
触
れ
合

い
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
に
関
す
る
学
習
で
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
の
指
導
で
、

赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ
て
抱
っ
こ

や
お
む
つ
交
換
な
ど
を

実
習
。
同
日
に
開
催
さ

れ
て
い
た
１
歳
児
教
室

に
合
流
し
て
、
乳
幼
児

と
触
れ
合
い
つ
つ
、
身

体
計
測
な
ど
を
手
伝
っ

た
り
、
保
護
者
に
育
児

に
関
す
る
質
問
を
し
た

り
し
ま
し
た
。

　

体
験
交
流
の
後
、
生

徒
た
ち
は
自
分
の
母
子

手
帳
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
出
産
ま
で
の
成
長

な
ど
に
つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
観
賞
し
て
学
習
。
最

後
に
、
保
護
者
へ
感
謝

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
認
め

ま
し
た
。



Information町からのお知らせ　【９月】

男
女
共
同
参
画

町総務課　 TEL 096－234－1140（内線223）

■
「
お
と
う
飯
（
は
ん
）
始
め
よ
う
」

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
つ
い
て

　
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
夫
の
週

平
均
１
日
あ
た
り
の
家
事
・
育
児
関
連

時
間
は
、
平
成
23
年
時
点
で
67
分
と
欧

米
と
比
べ
て
短
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
閣
議
決
定
の
「
第
４
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
は
、
67
分
を

平
成
32
年
に
２
時
間
30
分
と
す
る
数
値

目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
の
「
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り

本
部
」
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
女

性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

２
０
１
７
」の
中
で
も
、「
男
性
の
家
事
・

育
児
等
へ
の
参
画
に
つ
い
て
の
国
民
全

体
の
気
運
醸
成
」
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
で
は
、
子
育
て
世
代
の
男
性

の
料
理
へ
の
参
画
促
進
を
目
的
と
し
た

「
お
と
う
飯
（
は
ん
）
始
め
よ
う
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
料
理
に
関
す
る

知
識
や
ス
キ
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

き
っ
か
け
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
予
定
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
「
お

と
う
飯
（
は
ん
）」
の
コ
ン
セ
プ
ト
が

活
用
さ
れ
る
こ
と
で
男
性
が
料
理
に
参

画
す
る
気
運
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
ま
す
。

●「
お
と
う
飯(

お
と
う
は
ん)

」と
は
？

　

男
性
が
料
理
を
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
知
識
や
技
術
が
な
く
て
自
分
に
は

作
れ
な
い
、
家
族
の
た
め
に
作
る
料
理

は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
盛
り
付
け
な
ど
に

気
を
つ
か
い
立
派
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
料
理
を
作
っ
て
み
た
も
の
の
家
族

に
不
評
だ
っ
た
た
め
作
る
の
を
や
め
て

し
ま
っ
た
な
ど
、技
術
的
、
心
理
的
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
男
性
の
料
理
参
画
へ
の
第

一
歩
と
し
て
、簡
単
で
手
間
を
掛
け
ず
、

多
少
見
た
目
が
悪
く
て
も
美
味
し
い
料

理
を
「
お
と
う
飯
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
ペ
ー
ジ

　

ht
tp://

www
.gend

er.
go.jp

/

男性の皆さん、料理に
チャレンジしましょう

固 定 観 念 に と ら わ れ な い 生 き 方 を

国
民
年
金

町住民生活課　 TEL 096－234－11１３　（内線104）　

■
保
険
料
を
追
納
す
る
と
年
金
の
受

　
取
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
場
合
と
比
べ
、
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
追
納
制
度
が
あ
り
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、

所
得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
保

険
料
を
追
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

●
追
納
制
度
に
関
す
る
注
意
点

　

追
納
制
度
を
活
用
し
て
保
険
料
を
納

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
次
の
４
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
保
険
料
の
追
納
を
行
う
場
合
に
は
、

　

年
金
事
務
所
へ
の
事
前
の
申
し
込
み

　

が
必
要
で
す
。

②
年
金
機
構
か
ら
発
行
さ
れ
る
納
付
書

　

に
よ
り
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
（
口

　

座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

は
で
き
ま
せ
ん
）。

③
承
認
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
原
則
と

　

し
て
、
古
い
月
の
保
険
料
か
ら
納
付

　

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
一
部
免
除
（
半
額
、
４
分
の
１
、
４

　

分
の
３
）
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付

　

す
べ
き
保
険
料
を
納
め
て
い
な
け
れ

　

ば
、
追
納
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

　

起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
の
追
納

　

の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

　

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、

　

早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

国民年金保険料の追納
制度をご利用ください

道
路

町建設課　 TEL 096－23４－１１8３（ 内線１63）　

■
公
道
と
集
落
を
結
ぶ
生
活
道
路
で

　
あ
る
私
道
の
復
旧
を
支
援

●
支
援
内
容

　

被
災
し
た
集
落
な
ど
に
お
け
る
住
民

の
生
活
環
境
の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、

公
道
と
集
落
を
結
ぶ
生
活
道
路
で
あ
る

私
道
の
復
旧
に
係
る
経
費
の
一
部
を
支

援
し
ま
す
。

※
生
活
道
路
と
は
？

　

主
と
し
て
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に

利
用
さ
れ
る
道
路
を
い
い
ま
す
。

●
支
援
対
象
経
費

▼
支
援
対
象

　

被
災
し
た
生
活
道
路
で
あ
る
私
道

（
民
有
地
）
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
公
簿
上
の
地
目
の
種
別
は
問
わ

な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

・
一
般
交
通
の
用
に
供
し
て
い
る
も
の

　

で
あ
る
こ
と

・
公
道
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
幅
員
が
お
お
む
ね
１
・
８
㍍
以
上
あ

　

る
こ
と

・
所
有
者
の
異
な
る
住
宅
が
連
担
し
て

　

２
戸
以
上
建
ち
並
ん
で
い
る
も
の
で

　

あ
る
こ
と

・
集
落
な
ど
で
維
持
管
理
し
て
い
る
も

　

の
で
あ
る
こ
と

※
私
道
（
民
有
地
）
と
は
？

　

個
人
ま
た
は
民
間
団
体
が
所
有
・
管

理
し
て
い
る
土
地
を
道
路
と
し
て
い
る

区
域
を
い
い
、
実
態
が
道
路
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
公
簿

上
の
目
的
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
支
援
対
象
者

　

支
援
対
象
の
私
道
を
管
理
す
る
自
治

会
ま
た
は
集
落
な
ど

▼
支
援
対
象
経
費

　

支
援
対
象
の
私
道
の
被
災
箇
所
の
原

形
復
旧
に
要
す
る
経
費

（
原
形
復
旧
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
た

め
、
道
路
の
拡
幅
工
事
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
）

※
復
旧
工
事
費
50
万
円
未
満
の
も
の
を

　

除
き
ま
す
。

▼
交
付
基
準

・
補
助
率

　

支
援
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

・
補
助
上
限

　

１
件
あ
た
り
１
，
０
０
０
万
円

私 道 復 旧 事 業 に
ついてのお知らせ

詳 し く は 町 建 設 課 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

町住民生活課　 TEL 096－234－11１3（内線106）　

■
医
療
費
の
一
部
負
担
金
（
窓
口
負

　
担
）
の
免
除
期
限
は
9
月
30
日
（
土
）

　

熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
国

民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
被
保
険
者
で
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
、
医
療
機
関
な
ど
で
の

一
部
負
担
金
（
窓
口
負
担
）
を
免
除
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
免
除
期
間
は
9
月

30
日
（
土
）
ま
で
で
す
。

　

免
除
対
象
に
該
当
す
る
人
は
、
「
一

部
負
担
金
免
除
証
明
書
」
の
申
請
お
よ

び
す
で
に
支
払
っ
た
一
部
負
担
金
の
還

付
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
免
除
期
限

　

９
月
30
日
（
土
）

▼
免
除
対
象
者

　

国
保
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
で
、
熊
本
地
震
に
よ
り
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
方
で
す
。

・
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
ま
た
は
こ

　

れ
に
準
ず
る
被
災
を
し
た
被
保
険
者

・
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、
ま

　

た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
被
保
険
者

・
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
不
明

　

で
あ
る
被
保
険
者

・
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止
、

　

休
止
し
た
被
保
険
者

・
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、
現

　

在
収
入
が
な
い
被
保
険
者

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
国
保
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
、
②
り
災
証
明
書
、
③
印
か
ん

●
免
除
対
象
被
保
険
者
の
一
部
負
担
金

　
の
還
付
（
払
い
戻
し
）
に
つ
い
て

　

免
除
証
明
書
の
交
付
対
象
と
な
る
人

で
、
地
震
発
生
以
降
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
あ
る
場
合
は
、
還
付
（
払
い
戻

し
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
還
付
申
請
の
対
象
と
な
る
医
療
費

　

平
成
28
年
４
月
14
日(

木)
か
ら
平

成
29
年
９
月
30
日(

土)

ま
で
に
医
療

機
関
な
ど
で
支
払
っ
た
医
療
費
な
ど

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
領
収
証
、
②
り
災
証
明
書
、
③
国
保

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

④
通
帳
な
ど
の
振
込
口
座
が
分
か
る
も

の
（
国
保
被
保
険
者
は
世
帯
主
の
口
座
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
は
被
保
険

者
本
人
の
口
座)

、
⑤
印
か
ん

熊本地震による医療費
一部負担金の免除期限

手 続 き は 町 住 民 生 活 課 ま で



今月の案内人

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Library
町生涯学習センター図書室からの９月のおすすめ図書

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　 TEL 096-234-2447（内線331）

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　 TEL 096-234-2447（内線321）　

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人5冊まで、15日間

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447（内線324）

娘を失った男・二美男と、母に

捨てられた少女・汐子は、貧乏

アパートで、その日暮らしの生

活を送る。アパートの住人は訳

アリ人間ばかりで、ひょんなこ

とから不可解な事件に巻き込ま

れていくことになる…。笑いあ

り、驚きあり、涙あり。生の悲

哀、人の優しさが心に沁（し）

みる人情ミステリー。おすすめ

の一冊です。

毎日新聞出版

小説

心にしみる人情ミステリーの傑作
道尾 秀介著 /『満月の泥枕』

やさしいファンタジーのお月見絵本
あまん きみこ文 /『おつきみ』

個性あふれる博物館を探検
三浦 しをん著 /『ぐるぐる博物館』

博物館が大好きな著者が、興味

のおもむくまま、全国の面白そ

うな博物館を訪問。国立科学博

物館をはじめ、めがねミュージ

アムなど、まじめに、ときに妄

想を膨らませつつ、お宝や珍品

に迫ります。人類史、鉱物、漫

画、伝統工など、さまざまな世

界の魅力を著者の視点を通じて

楽しめます。好奇心とユーモア

全開の胸躍るルポエッセイです。

実業之日本社

教養娯楽

熊本城のお膝元、熊本市中心部

にある福田病院では、年間6,000

人もの赤ちゃんが産まれている。

理事長の福田茂稠（しげる）氏

は「安心安全は大前提だが、幸

せに産むことも大事なのではな

いか」という思いから、患者さ

んのために改革を続けてきた。

「わさもん」医師の発想力と行

動力に迫った、読み応えのある

ノンフィクションです。

中央公論新社

一般書

熊本・わさもん医師の「改革」
亀山 早苗著 /『日本一赤ちゃんが産まれる病院』

今夜は十五夜。えっちゃんはお

月見の準備に大忙し。お団子を

お供えしてススキを飾ったころ、

空に大きな雲が広がりました。

このままではお月見ができない

と、えっちゃんと飼い猫のミュ

ウはおもちゃ箱にのって、大き

な雲のでかぐもさんのところへ

飛んでいくのですが…。やわら

かな色合いがとても素敵な心や

さしいファンタジーの絵本です。

ひさかたチャイルド

児童書

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　

　図書室では、毎月第３木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

日時　９月21日（木）

　　　午前10時30分

場所　図書室おはなしのへや

　　　の本は、いわゆる世間一

　　　般的にいう「普通」では

ない人間側の思考や行動を、そ

の人物視点で描かれています。

　36歳未婚女性の古倉恵子。大

学卒業後も結婚や就職をせず、

子供の頃から「普通じゃない」

と言われ続けてきました。そん

な古倉を唯一正常にしてくれる

のが大学生の時から始めたコン

ビニのアルバイトでした。

　平穏なコ

ンビニ生活

を送ってい

たある日、

婚活目的の

男性、白羽

がコンビニ

の新人アル

バイトとし

てやってきました。古橋に対し

白羽はそんなコンビニ的な生き

方は恥ずかしいと突きつけます。

二人の普通じゃない考え方や生

き方に、正直共感は感じず、全

然幸せな気分にもなれません。

　しかし、後半古倉の思いもよ

らない行動から起こる展開にど

んどん引き込まれていきます。

そして、衝撃の結末にあっけに

とられると同時に古橋のコンビ

ニアルバイトとしての矜持、労

働観に拍手を送りたくなりまし

た。著者の村田沙耶佳さんも、

この本で芥川賞を受賞したとき

実際にコンビニのアルバイトと

して働いていました。

　著者のコンビニに対する熱き

想い、そして多くの古橋のよう

なコンビニアルバイトに支えら

れて世の中のコンビニは成立し

ているのだと実感できる本です。

こ Re
ad

 T
hi

s 
St

or
y!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『コンビニ人間』（村田 沙耶佳著）

中島 健智さん

〔総務課〕

36歳未婚女性・古倉恵子。大卒後も就
職せず、コンビニのバイトは18年目。
これまで彼氏なし。「普通」とは何か ?
現代の実存を軽やかに問う衝撃作。

▲

「町民大学」

　「グラウンドゴルフ大会」

●日時

　９月26日 ( 火 ) 午前8時30分集

　合、午前８時45分開始

●場所

　グリーンパル甲佐

●参加料

　300円 ( スティック借用の場合

　100円が必要です )

●入賞

　男女各5位まで表彰

※飲み物などは各自ご準備くださ

　い。

※雨天の場合は中止となります。

●申込み締め切り

　９月20日 ( 水 )

　

７
月
18
日
（
火
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
平

成
29
年
度
上
益
城
郡
公
民
館
連

合
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
上
益
城
管
内
公
民
館
関
係

者
な
ど
55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
教
育
委
員
会
総
括
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
中
川
有
紀
さ
ん
が

「
公
民
館
活
動
と
地
域
づ
く

り
」
と
題
し
て
講
演
。
中
川
さ

ん
は
「
こ
れ
ま
で
の
公
民
館
講

座
は
、
趣
味
・
け
い
こ
事
に
関

す
る
講
座
が
多
く
、
利
用
者
が

特
定
の
方
に
限
ら
れ
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
今
後
は
、
子
ど
も
や

若
者
、
働
き
盛
り
の
世
代
を
含

め
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
集
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。
研
修
会
の
最

後
に
、
郡
公
民
館
連
合
会
長
が

「
公
民
館
の
役
割
で
、
学
校
、

家
庭
お
よ
び
地
域
社
会
と
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

活
動
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
（
月
）
学
童
保
育

「
く
る
み
ク
ラ
ブ
」
で
、「
出
前

子
ど
も
講
座
」
を
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
学
童
保
育
に
小
学

生
25
人
が
参
加
し
「
バ
ル
ー
ン

ス
ラ
イ
ム
」
と
「
プ
ラ
ホ

ビ
ー
」
の
２
つ
を
作
り
ま
し
た
。

講
師
は
市
下
克
幸
さ
ん
（
下
横

田
区
）。「
ス
ラ
イ
ム
」
は
、
ス

ト
ロ
ー
の
先
を
ス
ラ
イ
ム
で
包

み
、
息
を
入
れ
て
風
船
の
よ
う

に
膨
ら
ま
す
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
色

に
着
色
し
て
作
り
ま
し
た
。

　

「
プ
ラ
ホ
ビ
ー
」
は
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
絵
を
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
板
に
マ
ジ
ッ
ク
で
書
い
て
、

穴
を
開
け
ト
ー
ス
タ
ー
で
熱
を

加
え
て
で
き
る
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

で
す
。

「
郡
公
民
館
連
合
会
研
修
会
」

町
公
民
館

「
子
ど
も
講
座
」
を
開
催

公
民
館
主
催
講
座
の
紹
介

▲町生涯学習センターで開催さ

れた郡公民館連合会研修会

▲学童保育「くるみクラブ」で

開催された出前子ども講座

●７月28日 ( 金 ) 学校人権教育
　部会課題別研修会を開催
　

　７月28日 ( 金 ) 甲佐小学校で、学

校人権教育部会課題別研修会が開催

されました。

　同研修会は、同和問題をはじめと

したあらゆる人権問題の解決に向け

すべての町教職員の基本的認識を深

めることを目的に、甲佐町学校人権

教育部会 (松田秀喜会長 )が開催。

講演会と４つの分科会で実施し、町

内の保育園の保育士や学校の教職員

など101人が参加しました。

　講演会では、講師の県立熊本工業

高等学校定時制教論・猪股浩介さん

が「家族のきずな」と題して講演し

ました。猪股さんは、1997年に南関

町人権フェスティバルに向けて結成

された人権バンドの活動を通し、人

権について少し肩の力を抜いて考え

てみようと、玉名・南関地域に勤務

していた小中高の教員５人でバンド

を結成し活動をスタートされました。

　参加者からは、「歌と語りを通し

て、障がい者差別、結婚差別、自分

の心の中に差別があることなど、多

くの話が聞けました」、「人権教育を

通して、自分自身の生き方が問われ

ていると感じました」などの感想が

寄せられました。

　



❖
介
護
予
防
と
は
？

　

介
護
予
防
と
は
、
寝
た
き
り
な
ど
の

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
心
身
の
衰
え
を
予
防
・
回
復
し
よ
う

と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

❖
健
康
寿
命
と
は
？

　

世
界
一
長
生
き
の
国
を
達
成
し
た
日

本
で
す
。
平
均
寿
命
は
、
男
性
80
・
21
歳
、

女
性
86
・
61
歳
で
す
。
健
康
寿
命
（
健

康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
）
は
男
性
71
・
19
歳
、
女
性

74
・
21
歳
で
す
。

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
（
介
護

を
必
要
と
す
る
期
間
）
は
、
男
性
で
は

約
９
年
、女
性
で
は
約
12
年
で
す
。（
出

典
・
厚
生
科
学
審
議
会
「
厚
生
労
働
省

２
０
１
４
年
」）

❖
地
域
で
の
介
護
予
防
と
は
？

　
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
自
立
し
た

生
活
を
送
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
「
健

康
で
長
生
き
」
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。

　

介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
短
縮
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
参
加
は
効
果
的
な
介
護

予
防
と
言
わ
れ
て
お
り
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
通
し
て
地
域
住
民
で
健
康

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

❖
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

　
座
と
は
？

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
介
護
予

防
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
と
し
て
「
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
は
年
に
10
回
あ
り
、
10
回
の
う

ち
７
回
以
上
参
加
さ
れ
る
と
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
証
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
86
名
、
平
成
28
年

度
は
28
名
の
方
が 

介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
は
、
６
月
19
日
（
月
）
に

第
１
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
受

講
申
込
者
は
47
名
で
す
。

❖
養
成
講
座
の
内
容
は
？

　

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
回
あ
た
り
の
受
講
時
間
は
、
午
後

２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
２
時
間
で

す
。

　

毎
回
講
義
が
あ
り
、
本
町
の
現
状
や

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い

て
、認
知
症
や
食
生
活
に
つ
い
て
な
ど
、

介
護
予
防
に
関
す
る
内
容
で
す
。

　

ま
た
、
血
圧
測
定
や
問
診
の
実
技
演

習
が
あ
り
ま
す
。
運
動
実
技
と
し
て
は

「
な
る
な
る
体
操
」
と
、
リ
ス
ト
ウ
エ

イ
ト
（
錘
）
を
利
用
し
て
腕
や
足
の
筋

力
を
つ
け
る
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

❖
地
域
で
の
介
護
予
防
活
動
と
は
？

　

こ
の
講
座
の
内
容
は
、
自
分
自
身
が

介
護
予
防
に
取
り
組
み
た
い
と
き
や
、

地
域
で
仲
間
と
介
護
予
防
活
動
を
続
け

て
い
く
と
き
に
参
考
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

地
域
の
公
民
館
な
ど
で
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
を
中
心
に
、
筋
力
を
つ

け
る
体
操
や
口
腔
体
操
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
体
は
、
現
在
17

団
体
に
の
ぼ
り
、
町
は
今
後
も
介
護
予

防
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

❖
取
り
組
み
で
健
や
か
に

　

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

か
ら
介
護
予
防
の
輪
が
広
が
り
、
皆
さ

ん
が
心
身
共
に
健
や
か
に
過
ご
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
介
護
予
防
活
動
の
広
ま
り
で

心

身

と

も

に

健

や

か

に

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

Child-Care
９月の子育て支援カレンダー

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　 TEL096-235-8711

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

あ
ゆ
み
だ
よ
り

介護 の話

現在、エアコンなどの普及によっ

て、夏も快適に過ごせるように

なった反面、大人も子どもも夏バ

テになりやすい身体になっていま

す。適切な食事と睡眠、適度な運

動と水分補給を心がけて、夏バテ

にならないよう気をつけましょう。

古閑 裕子 保健師

９・10月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　９月21日（木）　午前９時

　　10月19日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　９月21日（木）　午前10時10分

　　10月19日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　10月６日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　９月５日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　９月22日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　９月５日（火）　午後１時20分

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

　

本田 陽
は る た

大 くん（２歳）

 父・城光 さん　母・七光 さん

　（緑町区）

　じぃちゃん、ばーちゃん、

　　　　　　　いっぱい遊ぼうね

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

１日（金） スタンプ遊び

４日（月） 親子で読書

６日（水） 散歩

８日（金） 積み木遊び

11日（月） 光で遊ぼう

13日（水） お誕生会（要予約）

15日（金） おやつ作り

20日（水） 折り紙で遊ぼう

22日（金） 砂場遊び

25日（月） 製作遊び

27日（水） 陶芸教室（要予約）

29日（金） お絵かき

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 13日（水）お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）
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September 2017

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

９月３日 荒 瀬 病 院 TEL 096-234-1161

９月10日 谷 田 医 院 TEL 096-234-1248

９月17日 甲佐眼科クリニック TEL 096-235-5600

９月24日 荒 瀬 病 院 TEL 096-234-1161

doctor

町税などの滞納処分（７月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ２件

交 付 要 求 ０件

取 立・ 公 売 代 金 30,000円

tax

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 13 （△１）

死 者 ０ （０）

傷 者 20 （０）

８月15日現在（カッコ内は前年比較）

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （１）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ４ （４）

合計件数 ６ （５）

８月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire preventionenvironmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（７月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 162,940 △87,000 △13,510

資 源 ご み 26,340 1,770 △3,910

粗 大 ご み 4,590 △930 △2,050

合 計 193,870 △86,160 △19,470

※単位・㌔ 

さ
い
。

▼
添
付
書
類

・
罹
災
証
明
書
の
写
し
（
昭
和
56

　

年
６
月
１
日
以
降
に
着
工
し
た

　

住
宅
の
場
合
の
み
）

・
図
面
の
写
し
（
図
面
が
あ
る
場

　

合
の
み
）

▼
お
申
し
込
み
期
限

　

９
月
29
日
（
金
）

※
受
付
時
間
・
午
前
９
時
～
午
後

　

４
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除

　

き
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人
・
熊
本
県
建
築

　

住
宅
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目

　

３
２

－

１

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
５
‐
０
７
７
１

　

FAX
０
９
６
‐
２
８
５
‐
６
９
６
６

　

「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

・
川
口　

總
子　
　

愛
知
県

・
松
下　

典
正　
　

東
京
都

・
岩
永　

博
美　
　

栃
木
県

・
前
川　

由
美　
　

神
奈
川
県

・
近
藤　

康
介　
　

大
阪
府

・
小
林　

良
之　
　

埼
玉
県

・
隅
川　

智
宏　
　

福
岡
県

・
坂
口　

時
彦　
　

大
阪
府

・
佐
々
木
義
人　
　

福
岡
県

・
藤
井　
　

捷　
　

愛
媛
県

・
荒
川　

昌
敏　
　

神
奈
川
県

・
小
高
留
理
子　
　

千
葉
県

・
荒
井　

翔
馬　
　

北
海
道

・
相
生
チ
カ
子　
　

兵
庫
県

▼
平
成
29
年
度
寄
附
金
額
合
計

　

４
，
３
５
８
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
７
月
31
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

（
内
線
２
２
４
）

※
町
で
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

　

ト
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

　

ふ
る
さ
と
納
税
も
受
け
付
け
て

　

い
ま
す
。

・
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
ペ
ー
ジ

　

http://www.town.kosa.kuma

　

moto.jp/q/aview/102/233.html

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
利
用
者

負
担
に
は
、
月
々
の
負
担
の
上
限

額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
額

介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
は
、

１
カ
月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担

の
合
計
が
負
担
の
上
限
を
超
え
た

と
き
、
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
介
護
費
用
や
介

護
保
険
料
が
増
大
す
る
中
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
と
利
用

し
て
い
な
い
方
と
の
公
平
性
や
負

担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
お
願
い

す
る
観
点
か
ら
、
町
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
世
帯
の
負

担
の
上
限
が
３
７
，
２
０
０
円

（
月
額
）
か
ら
４
４
，
４
０
０
円

（
月
額
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
長
期
に
利
用

し
て
い
る
方
に
配
慮
し
、
同
じ
世

帯
の
全
て
の
65
歳
以
上
の
方

（
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
の
方
を
含

む
）
の
利
用
者
負
担
割
合
が
１
割

の
世
帯
は
、
年
間
４
４
５
，
４
０

０
円
（
３
７
，
２
０
０
円
×
12
カ

月)

の
上
限
が
設
け
ら
れ
、
年
間

を
通
し
て
の
負
担
額
が
増
え
な
い

よ
う
に
さ
れ
ま
す
（
３
年
間
の
時

限
措
置
）
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
２
）

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低

い
方
々
を
対
象
に
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
支
給
さ
れ
る
「
臨
時
福
祉

給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
」
の
申

請
を
、
９
月
22
日
（
金
）
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
通
知
書
が
届
い
て
い
る
方

で
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
期
限
ま
で
に
町
福
祉
課

窓
口
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

９
月
22
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
４
）

　

県
で
は
、
町
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住
ま
い
の

確
保
を
図
る
た
め
、
目
視
お
よ
び

図
面
な
ど
で
住
宅
の
耐
震
診
断
を

す
る
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

▼
対
象
住
宅

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

①
県
内
に
あ
る
も
の

②
戸
建
木
造
住
宅

③
現
に
住
宅
所
有
者
が
住
ん
で
い

　

る
も
の

④
在
来
軸
組
工
法
、
枠
組
壁
工
法

　

ま
た
は
伝
統
的
工
法
に
よ
っ
て

　

建
築
さ
れ
た
も
の

⑤
地
上
階
数
が
３
以
下
の
も
の

⑥
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
し
た
も
の
、
ま
た
は
平
成
28

　

年
熊
本
地
震
で
罹
災
し
た
こ
と

　

を
確
認
で
き
る
も
の

⑦
建
築
基
準
法
に
係
る
違
反
が
な

　

い
も
の

⑧
ほ
か
の
補
助
制
度
な
ど
に
よ
る

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
耐
震

　

診
断
を
行
っ
て
い
な
い
も
の

▼
診
断
費
用

・
住
宅
の
図
面
が
あ
る
場
合

　

５
，
５
０
０
円

・
住
宅
の
図
面
が
な
い
場
合

　

１
９
，
０
０
０
円

※
図
面
が
あ
る
場
合
、
現
況
と
図

　

面
が
一
致
し
、
寸
法
ま
た
は
筋

　

か
い
の
位
置
・
仕
様
が
明
示
さ

　

れ
て
い
る
も
の
。

▼
お
申
し
込
み
方
法

　

町
建
設
課
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
ご
記
入
の
上
、
添
付
書
類
を

ご
準
備
い
た
だ
き
、
一
般
社
団
法

人
・
熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

へ
持
参
ま
た
は
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ

ｉ
お
知
ら
せ

高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス

費
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

９
月
22
日
（
金
）
ま
で
で
す

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

西福寺は早川城跡北側の裾野

( すその ) にあります。この寺が

創建されたのは、戦国時代の後半

だと伝えられています。現在では

考えられませんが、当時は九州の

覇を競わんと弱者は強者を頼り、

お互いをかばい合いながら、生き

延びる世だったのでしょう。

寺を創建した早川 ( そうがわ )

氏は元々渡辺という姓でしたが、

この地に来た際に早川氏を名乗

り、御船の甲斐宗運と一緒に矢部

大宮司 ( 阿蘇氏 ) の家臣として、

相良氏や島津氏との戦いを繰り返

していました。その中でも有名な

ものが天正８(1580) 年の隈庄合

戦だといいます。隈庄は古くから

交通の重要拠点であっため、この

地を巡っての戦いは熾烈 ( しれ

つ )を極めたそうです。この戦に

出陣した渡辺吉久は、宇土の将と

刺し違えて戦死してしまいます。

また、天正 18(1590) 年秋に島津

の大軍が押し寄せると、早川一族

は各地に落ち延びました。その中

で幼少の矢部大宮司を連れ出し、

生き延びさせたのは渡辺吉次でし

た。吉次は島津の追手と戦い、戦

死しましたが、西福寺は吉次を弔

うために吉次の兄が後に建立した

ものと伝えられています。

現在も昨年の地震で少し被害

を受けましたが、由緒ある寺とし

て存在感を示しています。

甲佐町の文化財探訪　〜第48回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶
早
川
に
あ
る
西
福
寺

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「西福寺」 石坂 妙 町文化財保護委員（吉田区）

熊
本
県
戸
建
て
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
派
遣
事
業
に
つ
い
て



Monthly Information Monthly Information

　

ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
落
下
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
防
災
行

政
無
線
で
放
送
さ
れ
る
ほ
か
、
携

帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
緊
急
速

報
メ
ー
ル
な
ど
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

そ
の
際
は
、
落
ち
着
い
て
次
の
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
屋
外
に
い
る
場
合

・
近
く
の
で
き
る
だ
け
頑
丈
な
建

　

物
や
地
下
に
避
難
す
る
。

・
近
く
に
適
当
な
建
物
が
な
い
場

　

合
、
物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地

　

面
に
伏
せ
頭
部
を
守
る
。

▼
屋
内
に
い
る
場
合

・
で
き
る
だ
け
窓
か
ら
離
れ
、
で

　

き
れ
ば
窓
の
な
い
部
屋
へ
移
動

　

す
る
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
保
護
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
（http://www.kokum

inhogo.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

　
（
内
線
２
４
１
）

　

店
舗
な
ど
の
所
在
を
知
ら
せ
る

た
め
や
宣
伝
の
た
め
、
立
看
板
、

は
り
紙
、
の
ぼ
り
、
広
告
塔
、
屋

上
広
告
、
壁
面
広
告
な
ど
の
屋
外

広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
、
自

己
の
土
地
や
建
物
な
ど
で
あ
っ
て

も
、
原
則
と
し
て
事
前
に
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
地
域
ご
と
に
、
広
告
物
の

種
類
や
表
示
で
き
る
面
積
、
広
告

物
の
設
置
が
禁
止
さ
れ
る
物
件
な

ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
に
際
し
て
は
、
「
き
ち
ん
と

ル
ー
ル
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ

と
」
、
「
ま
わ
り
の
景
観
へ
の
影
響

を
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
」、「
老

朽
化
や
破
損
な
ど
に
よ
る
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
定
期
的
に
点
検
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
」
な
ど
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
上
益
城
地
域
振
興
局
土
木
部

　

TEL
０
９
６
７
‐
７
２
‐
１
１
０
９

　

県
の
保
健
所
に
は
、
迷
子
に

な
っ
た
犬
や
猫
が
保
護
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
多
く
は
飼
い
主
の
連
絡

先
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

迷
子
に
さ
せ
な
い
よ
う
、
犬
は

リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、
猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
迷
子
や
災
害
な

ど
で
飼
い
主
と
は
ぐ
れ
た
時
に
備

え
、
迷
子
札
を
付
け
た
り
、
首
輪

の
裏
に
飼
主
の
連
絡
先
を
記
入
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
万
一
、
迷
子

に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の

保
健
所
、
市
町
村
、
警
察
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
保
健
所
に
迷
子
で
保

護
さ
れ
た
犬
や
猫
の
情
報
は
、
県

動
物
愛
護
管
理
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
健
康
危
機
管
理
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

・
県
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　

上
益
城
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
10

月
29
日
（
日
）
に
「
笑
顔
ヘ
ル
Ｃ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
歯
科
健
診
や
相
談
を
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ご
来
場
の
方
全
員
に
、
歯
ブ
ラ

シ
、
歯
磨
き
粉
、
風
船
、
お
も
ち
ゃ

な
ど
、
多
数
の
景
品
を
無
料
で
差
し

上
げ
ま
す
。
日
ご
ろ
、
歯
科
健
診
を

定
期
的
に
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
受
診
し
、
お
口
の
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
上
益
城
郡
歯
科
医
師

会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

10
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時

▼
会
場

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
店
内
１
階
催

事
場
（
嘉
島
町
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

◎
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会
会
員

　

各
町
内
歯
科
医
院

・
清
村
歯
科
医
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
７
７
３

・
さ
と
う
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
１
１
１
８

・
り
ん
ご
歯
科
な
る
せ

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
１
２

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
を
な
く
し
、
人
権
が
共
存

す
る
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
行
わ
れ
る
集
会
で
す
。

　

県
内
に
在
住
す
る
児
童
生
徒
お

よ
び
教
育
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、

子
ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に
よ
り
、

体
験
・
活
動
報
告
や
全
体
活
動
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

10
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～

正
午

▼
会
場

　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本
（
熊
本
市

東
区
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
人
権
同
和
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
０
２

ｉ
お
知
ら
せ

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の

行

動

に

つ

い

て

笑
顔
ヘ
ル
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

無

料

歯

科

健

診

を

開

催

県

人

権

子

ど

も

集

会

の

お

知

ら

せ

屋

外

広

告

物

の

設

置

許

可

に

つ

い

て

大

事

な

ペ

ッ

ト

を

迷
子
に
さ
せ
な
い
た
め
に

第15回職場対抗ソフトバレーボール大会
Sports

▲

優
勝
し
た
緑
風
苑
Ｂ
チ
ー
ム

●大会成績
・優　勝　緑風苑Ｂチーム
・準優勝　商工会Ｂチーム

・敢闘トーナメント
　優　勝　谷田３Ｆチーム

　

防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
と
消

防
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
深
め

る
た
め
、
上
益
城
「
消
防
フ
ェ
ア

２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
開
催
日
程

　

10
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
２
時
（
小
雨
決
行
）

▼
会
場

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
・
特
設
会

場
（
嘉
島
町
）

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
救
急
救
助
訓
練

・
消
防
車
両
展
示

・
ミ
ニ
消
防
車
試
乗

・
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
綱
渡
り
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験

・
消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
お
よ
び
防

　

炎
物
品
展
示

・
危
険
物
取
扱
に
関
す
る
展
示
と

　

相
談

・
救
急
法
の
実
演
と
指
導
（
人
形

　

を
使
っ
て
の
救
急
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

操
作
）

・
健
康
相
談
・
体
力
測
定
（
保
健

　

師
に
よ
る
健
康
相
談
）

・
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
園
児
が
描
い

　

た
消
防
の
絵
画
展

・
ぬ
り
絵
・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

コ
ー
ナ
ー
（
消
防
車
や
救
急
車

　

を
作
ろ
う
！
）

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
先
着
２
０

　

０
名
）

・
災
害
写
真
展
示
コ
ー
ナ
ー

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
９

　

障
が
い
の
あ
る
方
々
が
日
ご
ろ

の
活
動
の
中
で
制
作
し
た
絵
画
、

書
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど
の
作
品
に
、

制
作
者
の
日
々
の
活
動
や
作
品
に

込
め
た
思
い
を
添
え
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間

　

10
月
３
日
（
火
）
～
９
日

（
月
・
祝
）

▼
展
示
場
所

　

県
立
美
術
館
分
館

▼
観
覧
料

　

無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実

　

行
委
員
会

　

（
県
障
が
い
者
支
援
課
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
３
５

上

益

城
「

消

防

フ

ェ

ア

２
０
１
７
」
の
開
催
に
つ
い
て

e
開
催

熊本地震に係る応急仮設住宅の入居申し込みを随時受け付けています
Information

「
く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術

展

」

を

開

催

し

ま

す

●主催
　甲佐町バレーボール協会
　（芦原博幸会長）
●開催期日
　７月20日（木）
●会場
　甲佐小学校体育館

●応急仮設住宅の入居申し込みについて
　応急仮設住宅について随時入居申し込みを受け付け
ています。応募要件および入居条件がありますので、
事前にご確認ください。
■入居条件　り災証明書で「全壊」「大規模半壊」「半壊」
　　　　　　で解体を行うなど
■受付時間　平日・午前8時30分から午後5時まで

■応募方法　町建設課にある応急仮設住宅入居申請書
　　　　　　に必要事項を記入し提出してください。
■持参するもの　①罹災 (りさい )証明書、②印かん

■お申し込み・お問い合わせ先
　町建設課
　電話０９６‐２３４‐１１８３（内線１６２）

　10マイル（約16.09㌔）のタイム
を競う熊本甲佐10マイル公認ロー
ドレース大会は、有力実業団から
トップランナーが多数出場する日
本有数の10マイルレースです。
　冬の甲佐を舞台に競技者たちが、
デッドヒートを繰り広げます。同
日は、高校男子10㌔の部、女子の
５㌔部、中学男子５㌔の部も開催
され、コース周辺は、寒さをもの
ともしないアスリートたちと声援
を送る観衆たちで埋まります。

■開催日

　12月３日（日）

■主催
　一般財団法人熊本陸上競技協会・
熊本日日新聞社・熊本バス株式会社・
甲佐町

■主管
　町教育委員会・甲佐町体育協会・
甲佐町陸上競技協会

■コース
　日本陸上競技連盟公認コース(甲
佐町役場前スタート / フィニッ
シュ :甲佐町芝原折返し )

■種目
・５㌔の部 (中学男子の部・女子
　の部 )

・10㌔の部（高校男子の部）
・10マイルの部　国際競技者の部
・10マイルの部　一般競技者の部

■参加料

・一般男女（大学生も含む）
　1,500円

・中学男女・高校男女
　1,000円

※参加するための出場要件があり

　ます。詳しくは町公式ウェブ

　サイトでご確認ください。

■参加申込締め切り

　11月１日（水）必着

●お問い合わせ先

　熊本甲佐10マイル公認ロード

　レース大会事務局（町社会教育課）

　〒８６１‐４６０７

　甲佐町大字豊内719番地４

　電話：０９６-２３４-２４４７

　（内線３２３）

　メール：kousa10@room.ocn.ne.jp

第 42 回甲佐 10 マイル大会は 12 月３日（日）開催
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平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
被
災
を

さ
れ
、
住
家
が
全
半
壊
な
ど
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り

「
介
護
保
険
利
用
料
免
除
証
明
書
」

を
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
に
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
保
険
利
用

料
が
免
除
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
被

災
を
受
け
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
か
ら

特
例
で
財
政
支
援
を
受
け
て
利
用
料

免
除
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

本
年
10
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
そ
の

財
政
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
る
予
定
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
９
月
30

日
（
土
）
を
も
っ
て
、
介
護
保
険
利

用
料
な
ど
の
免
除
措
置
期
間
は
終
了

し
ま
す
。
10
月
１
日
（
日
）
以
降
利

用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

利
用
料
の
自
己
負
担
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
利
用
料
免
除
に
関
し
ま
し
て
、

皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
免
除
措
置
期
間
終
了
日

　

９
月
30
日
（
土
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
２
）

ｉ
お
知
ら
せ

熊
本
地
震
に
係
る
介
護
保
険
利

用
料
免
除
期
間
終
了
に
つ
い
て

甲佐蚤の市 ～ COSA NOMI-NO ICHI ～ 10月１日（日）開催

　

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
統
計
法

に
基
づ
く
「
就
業
構
造
基
本
統
計
」

を
作
成
す
る
た
め
の
統
計
調
査
で
あ

り
、
国
民
の
就
業
お
よ
び
不
就
業
の

状
態
を
調
査
し
、
全
国
お
よ
び
地
域

別
の
就
業
構
造
に
関
す
る
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
現

在
で
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
調
査
区
の
う

ち
、
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
調
査
区

に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
方

法
に
よ
り
選
定
し
た
抽
出
単
位
に
居

住
す
る
世
帯
の
15
歳
以
上
の
世
帯
員

を
対
象
と
し
ま
す
。
対
象
世
帯
に
は

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
主
な
調
査
事
項

　

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
教
育

の
状
況
、
育
児
・
介
護
の
有
無
、
雇

用
契
約
期
間
、
仕
事
内
容
、
1
週
間

あ
た
り
の
就
業
時
間
、
現
職
に
就
い

た
理
由
、
就
業
希
望
の
有
無
、
希
望

す
る
職
種
、
求
職
活
動
の
有
無
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
（
内
線
２
３
６
）

　

県
で
は
、
健
康
づ
く
り
を
応
援
す

る
「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援

店
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
援
店
に
は
、
県
か
ら
指
定
書
や

の
ぼ
り
旗
を
交
付
し
、
県
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で

お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

指
定
は
無
料
で
す
。
一
緒
に
県
民

の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

▼
募
集
対
象

　

飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店
な
ど

▼
指
定
要
件

　

栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
６
つ
の
ベ
ー
ス

項
目
か
ら
１
つ
以
上
取
り
組
む
こ
と
。

さ
ら
に
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
３
つ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
項
目
も

あ
り
。

▼
募
集
期
限

　

10
月
31
日
（
火
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

・
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　
「
た
か
が
万
引
き
」
と
軽
く
考
え

て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

万
引
き
は
犯
罪
で
す
（
窃
盗
罪
「
10

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
」）。

　

万
引
き
が
ば
れ
た
ら
お
金
を
払
っ

た
り
品
物
を
返
し
た
ら
い
い
と
軽
く

考
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
万
引

き
を
し
て
し
ま
っ
た
後
で
は
代
金
を

払
っ
て
も
品
物
を
返
し
て
も
罪
は
消

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
万
引
き
を
し
た

物
を
も
ら
う
（
買
う
）
こ
と
や
万
引

き
を
さ
せ
る
こ
と
も
犯
罪
で
す
。

　

万
引
き
を
「
し
な
い
」、「
さ
せ
な

い
」、「
見
逃
さ
な
い
」
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
招

く
置
き
引
き
被
害
は
、
大
切
な
荷
物

や
個
人
情
報
が
盗
ま
れ
て
し
ま
い
、

取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
意
識
し
て
金
品
を
守
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
飲
食
店
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
荷
物

を
置
い
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
な
い

こ
と
が
鉄
則
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　
（
内
線
２
６
１
）

ｃ
く
ら
し
安
全

万

引

き

は

犯

罪

で

す

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」
９月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆

　　　　　　バドミントン

　甲佐小体育館

　　　　　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

　甲佐中武道館「甲心館」

　　月・水・金曜日　午後７時

●卓球

　町生涯学習センター・ホール

　　　水・金曜日　午後７時30分

●サッカー教室

　甲佐中グラウンド

　　　　　　木曜日　午後７時

　甲佐小グラウンド

　　　　　　土曜日　午前９時

●バスケットボール教室

　甲佐中体育館

　　　　　　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室

　甲佐小体育館

　　　　　　水曜日　午後７時

●ノルディックウォーキング

　教室

　白旗小体育館

　　　　　　月曜日　午後７時

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局

　（町教育委員会社会教育課内）

　 TEL096-234-2447（内線325）

ノルディックウォーク教室

赤星眞二さん・永野淑江さん
（有安区）　　　　（西寒野区）

皆さんもノルディックで、

　　　　　いい汗を流しましょう♪

r
募
集

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援

店
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

就

業

構

造

基

本

調

査

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

●お問い合わせ先　甲佐蚤の市実行委員会（甲佐町商工会内）　 TEL０９６‐２３４‐０２７２　■ cosanominoichi@gmail.com

2017.10.1 .SUNDAY  9:30-16:00

at 甲佐町商店街（熊本県上益城郡甲佐町岩下） 雨天決行、荒天中止

C O S A  N O M I - N O  I C H I

交通アクセス

■お車でお越しの方へ

主催：甲佐町商工会　後援：甲佐町／甲佐町観光協会／甲南通り繁栄会／えびすショッピングロード／中央名店街

■バスでお越しの方へ

お問い合わせ：甲佐蚤の市 実行委員会

TEL 096-234-0272　FAX 096-234-0363

MAIL cosanominoichi@gmai l .com

熊本県上益城郡甲佐町豊内 719-2 甲佐町商工会

http://cosanominoichi.wixsite.com/cosa

甲佐蚤の市 cosanominoichi

ま た ま た 、 甲 佐 に や っ て 来 ま す 。

熊 本 市 内 か ら 約 3 0 分

御 船 I . C よ り 約 1 5 分

【南15】【南23】甲佐行き「甲佐バス停（甲佐営業所）」下車 徒歩1分

交通センターよりお越しの際は、【南23】路線が最短となります

▶お問い合わせ先：熊本バス中央営業所　096-378-3447

※駐車場をご利用ください。

　・甲佐小学校、甲佐町商工会館、甲佐町役場、甲佐町商工会横にある空き地

交 通 セ ン タ ー か ら 甲 佐 ま で 、 約 1 時 間

P

P

P

P

ろくじ館

交番

荒瀬病院

コメリ

セブンイレブン

ほっともっと

甲佐高

甲佐町役場

甲佐町商工会

商工会館

広場

甲佐小

甲佐蚤の市会場甲佐蚤の市会場

240

443

152

105

220

Information

町生涯学習センター図書室・展示イベントのお知らせ　～９月～
 Event

●「布の絵本」展示（チクチク会）

図書室では、「チクチク会」の皆さんが乳幼児の

ために制作された、ぬくもりのある手作りの布絵

本を展示しています。ぜひ、手に取って、布の感

触と絵本の楽しさを感じてください。

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447
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こ
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さ
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と
言
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回
覧
板
は
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に
回

せ
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内
田
乃
武
子

打
ち
水
や
風
鈴
下
げ
し
昭
和
の
世
暑
き
中
に
も
涼
し

さ
の
あ
り�

緒
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明
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娘
婿
暑
い
最
中
に
や
っ
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来
る
冷
た
い
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布
・
布
団
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や
げ
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赤
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文
子

夏
祭
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色
と
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ど
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の
浴
衣
着
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火
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浮
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ぶ
少
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眩
し
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池
田
キ
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懐
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在
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散
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緑
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に
心
を
癒
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白
梅　

武
人

小
雨
降
る
夜
空
に
光
る
大
花
火
吾
は
濡
れ
つ
つ
暫
し

見
惚
れ
る�

上
村
や
す
美

古
書
店
の
隅
で
立
ち
読
み
す
る
吾
に
「
情
婦
マ
ノ

ン
」
が
微
笑
み
か
け
る�

渡
辺　

幸
士

 

［
川
柳
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
靴
下
」

靴
下
の
穴
に
苦
労
が
に
じ
み
出
る�

林　
　

雅
之

靴
下
の
穴
開
き
繕
う
母
思
う�

　

古
閑
チ
ヨ
ミ

靴
下
の
破
れ
直
し
て
ひ
と
休
み　

�

　

森
田
千
鶴
子

特
売
の
靴
下
柄
は
我
慢
す
る�

清
川
み
ど
り

　
　
　「
配
る
」

気
配
り
の
見
え
る
嬉
し
い
配
り
物�

日
隈　

俊
郎

ケ
ア
ハ
ウ
ス
気
配
り
さ
れ
る
感
謝
の
み�

川
田
ト
メ
子

遠
来
の
土
産
を
配
り
孫
自
慢　

�

　

布
田　

愛
子

嫁
姑
慣
れ
ぬ
気
配
り
し
て
疲
れ�

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

似
た
者
夫
婦　

パ
チ
ン
コ
打
っ
て
涼
う
ど
る�

広
田
み
ど
り

似
た
者
夫
婦　

演
歌
の
曲
で
う
な
り
出
す�

下
山　

千
恵

似
た
者
夫
婦　

欲
と
道
連
れ
が
ま
だ
さ
す�

志
垣　
　

光

似
た
者
夫
婦　

牛
は
牛
連
れ
良
く
言
う
た�

佐
藤　
　

葵

似
た
者
夫
婦　

胡
椒
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
振
り
掛
く
る�

布
田
か
ん
な

似
た
者
夫
婦　

喧
嘩
も
派
手
で
見
ち
ゃ
お
れ
ん�

平
井
や
よ
い

似
た
者
夫
婦　

仕
事
嫌
い
の
渡
世
下
手�

長
原　

産
賀

似
た
者
夫
婦　

喧
嘩
し
い
し
い
許
し
あ
い�

佐
野
し
ょ
う

似
た
者
夫
婦　

口
車
に
も
気
が
つ
か
ん�

光
永　
　

六

似
た
者
夫
婦　

並
ん
で
眠
る
寝
顔
ま
で�

井
元
あ
ざ
み

似
た
者
夫
婦　

二
人
で
や
っ
と
一
人
前�

日
高　

美
里

似
た
者
夫
婦　

味
も
そ
っ
け
も
な
い
二
人�

上
田　

梅
清

似
た
者
夫
婦　

だ
け
ん
離
婚
が
切
り
出
せ
ん�

日
隈　

元
良

似
た
者
夫
婦　

飯
の
菜
ァ
よ
り
花
の
苗�

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

長
月 

～

８月４日（金）開催の「ハローＢａｂｙ！」に参加した甲佐中生徒と１歳児教室に参加した皆さん（町総合保健福祉センター）

　

酷
暑
と
大
雨
が
混
ざ
り
合
う
、
不

安
定
な
天
候
に
覆
わ
れ
た
今
夏
。
全

国
で
は
被
害
に
遭
っ
た
地
域
も
あ
り
、

本
町
も
厳
し
い
暑
さ
と
激
し
い
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
を
機
に
成
長
す
る
子
ど
も

た
ち
。
町
の
事
業
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

子
育
て
学
習
や
自
然
体
験
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
。
夏
の
思
い
出
を
糧
に
実

り
の
秋
へ
と
向
か
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
特
集
で
ご

紹
介
し
た
「
こ
う
さ
て
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
開
催
。
地
域
の
宝
と
魅
力

を
つ
な
ぎ
、
町
内
外
の
皆
さ
ん
が
交

流
人
口
増
対
策
案
を
出
し
合
う
試
み
。

地
域
の
方
か
ら
町
外
の
大
学
生
ま
で

が
地
域
を
散
策
し
て
、
老
若
男
女
の

幅
広
い
視
点
で
地
域
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
す
る
ア
イ
デ
ア
に
頭
を
ひ
ね

り
、
企
画
案
を
練
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

夜
長
月
と
も
呼
ば
れ
る
９
月
の
爽

や
か
な
夜
。
夏
の
思
い
出
と
と
も
に

地
域
の
魅
力
に
思
い
を
巡
ら
す
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
係
）

編

集

後

記

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

	住　所	 氏　名	 性別	 保護者

船　津　仲原純ノ介　男　秀　一

津志田　一圓　　旭　男　　仁

横　田　鳥井　里杏　女　悟　史

下横田　井元　悠仁　男　　亮

津志田　石坂　　澪　女　和　弘

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,131 ９

女 5,752 ３

計 10,883 12

世帯数 4,297 ８

平成29年７月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

	住　所	 氏　名	 年齢	 世帯主

中　山　柳井　栄子　94　栄　子

豊　内　福島タツ子　89　タツ子

府　領　　永　啓一　78　都　子

上早川　井藤ツル子　90　直　行

田　口　　永　昭七　85　武　己

安　平　志免　富男　79　幸　江

坂　谷　坂田美智子　78　道　春

緑　町　富永　　節　100　久美子

船　津　伊佐ツイ子　89　眞由美

南三箇　井手　哲男　80　綾　子

岩　下　本田　　栞　83　輝　雄

ひとの 動 き （敬称略）

７月11日（火）～８月10日（木）

ご結婚おめでとう
marriage

	 住　所	 氏　名	

　　夫　糸　田　渡邉　貴史

　　妻　熊本市　祁答院亜矢

　　夫　麻生原　西村　太一

　　妻　美里町　坂口　幸海

　　夫　豊　内　嶋津　祐太

　　妻　東京都　入江　宏美

　　夫　宇城市　江島　淳平

　　妻　吉　田　米田　瑞穂

［

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①サンマは頭と尾を取り除き、

４等分してワタを抜き、きれ

いに洗って水気をとりましょ

う。

②ナスは各１本を縦に4等分し、

さらに半分にする。

③フライパンに油を熱し、ナス

を炒め、いったん取り出しま

す。

④③のフライパンにＡを入れ、

煮立せてから①のサンマを入

れ、ふたをして５～６分煮ま

す。

⑤④に②を加え、汁気がなくな

るまで煮ます。火を止めたら

すぐにすりゴマを入れ、ひと

混ぜしたら出来上がりです。

　　ナスの旬は７～９月で、夏

を代表する野菜です。アントシ

アニンが含まれていて、抗酸化、

血栓の防止、目の疲労回復など

に効果があります。体を冷やす

効果があるので、暑さの予防策

としておすすめ。血糖値の抑制、

糖尿病や肥満の防止効果などに

役立つ栄養が盛りだくさんです。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

サンマとナスの煮つけ

ご存知ですか？

材料（４人分）

サンマ ………………………４尾
ナス（小） ……………………４本
すりゴマ …………大さじ３～４
水 …………………… 1.5カップ
しょう油 ……………………50cc
ショウガ ……………………少々
サラダ油 ………………大さじ２
赤酒 ……………………大さじ２

［

［

［
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こうさ広 報

Kosa
Style
こうさ スタイル

しばた りょうせい / 卓球選

手。白旗小２年、東熊本ジュ

ニア所属。小学１年生から卓

球を始め、今夏に県代表で全

日本卓球選手権大会に初出場。

柴田 涼成くん
Shibata Ryousei

〔糸田区〕

　

「
初
め
て
の
全
国
大
会
出
場
で

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
で

は
、
相
手
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
止
め

る
ブ
ロ
ッ
ク
も
決
め
ら
れ
て
良

か
っ
た
で
す
」
と
大
会
を
振
り
返

る
の
は
、
柴
田
涼
成
く
ん
（
糸
田

区
・
白
旗
小
２
年
）。

　

４
月
に
開
催
さ
れ
た
県
大
会
バ

ン
ビ
の
部
（
１
・
２
年
生
の
部
）

で
４
位
に
入
賞
し
て
、
７
月
に
兵

庫
県
で
開
催
さ
れ
た
全
農
杯
平
成

29
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

に
初
出
場
を
果
た
し
た
。

　

卓
球
と
の
出
会
い
は
、
母
親
が

プ
レ
イ
し
て
い
た
卓
球
ク
ラ
ブ
に

体
験
で
参
加
し
た
の
が
は
じ
ま
り
。

祖
母
も
卓
球
に
親
し
む
影
響
を
受

け
て
、
ラ
ケ
ッ
ト
で
ボ
ー
ル
を
打

つ
楽
し
さ
に
引
き
込
ま
れ
、
小
学

１
年
生
の
と
き
に
ク
ラ
ブ
に
入
会
。

体
操
や
ス
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
も
以

前
は
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
今
で

は
卓
球
の
面
白
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
、

熊
本
市
東
区
に
あ
る
ク
ラ
ブ
練
習

場
に
平
日
は
毎
日
通
う
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
午
後
６
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
基
礎
練
習
や
ゲ
ー
ム

に
励
ん
で
連
日
約
１
，
０
０
０
球

以
上
は
打
ち
込
み
、
週
末
は
各
地

の
大
会
に
出
場
し
て
腕
を
磨
く
卓

球
漬
け
の
日
々
。
卓
球
台
が
な
い

自
宅
で
も
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
り
、

サ
ー
ブ
の
練
習
や
壁
打
ち
な
ど
に

も
楽
し
く
取
り
組
む
。

　

「
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
ゲ
ー
ム
で
決

め
る
こ
と
が
好
き
で
す
」
と
話
す

柴
田
く
ん
の
卓
球
は
、
粘
り
強
く

攻
め
る
ス
タ
イ
ル
。
目
標
と
す
る

好
き
な
選
手
は
、
世
界
で
活
躍
す

る
若
手
の
ホ
ー
プ
・
張
本
智
和
選

手
。「
バ
ッ
ク
も
フ
ォ
ア
も
上
手

な
と
こ
ろ
」
に
あ
こ
が
れ
る
柴
田

く
ん
に
つ
い
て
、「
攻
め
る
気
持

ち
を
試
合
で
切
ら
さ
ず
に
、
集
中

を
保
っ
て
粘
っ
て
ボ
ー
ル
に
向
か

え
ば
、
も
っ
と
上
手
く
な
る
」
と
、

コ
ー
チ
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。

　

初
め
て
出
場
し
た
全
国
の
舞
台

で
は
、
残
念
な
が
ら
予
選
リ
ー
グ

で
敗
退
す
る
も
「
サ
ー
ブ
や
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
を
も
っ
と
練
習
し
て
、

ま
た
全
国
大
会
に
出
て
み
た
い
で

す
」
と
柴
田
く
ん
。
県
大
会
突
破

に
向
け
て
、
鋭
い
ス
テ
ッ
プ
と
素

早
い
フ
ォ
ー
ム
で
、
打
ち
込
ま
れ

た
ボ
ー
ル
に
向
か
っ
て
ラ
ケ
ッ
ト

を
強
く
振
り
切
る
。

毎
日
練
習
し
た
ス
マ
ッ
シ
ュ
で

卓

球

全

国

大

会

に

初

出

場


